
地

頭

常

流
巻
第

四
競

大
軍

五
竿

月

盲

太

軍
曹

地
域

の
探
検
-

開
魔

(下
)

小

..l

琢

治

葡
人
が
兼
印
度
変
通
の
鴎
鎗
を
扱
っ
た
問
は
蘭
<
の
海
上
貿
易
改
発
も
英
人
だ
同
じ
-
容
易
に
目
的
を
達
し
樽
な

ん
だ
｡
英
蘭
雨
観
の
鱗
装
し
た
海
上
探
検
船
が
第
十
六
壮
紀
未
ま
で
童
ビ
し
て
北
西
及
び
北
米
通
路
の
費
見
に
よ
-

北
大
西
洋
か
ら
束
洋
に
到
達
せ
ん
だ
努
力
し
た
理
由
は
こ
ゝ
に
あ
っ
た
｡
故
に
リ
ン
ス
ホ
-
テ
ン

Ja

nH
u
gerl

v
a
rT
L
in
s
c
h
o
u
t

ez)が
7
五
八
三
年
に
簡
閲
の
艦
隊
に
加
は
っ
て
東
東
の
海
岸
に
凍
た
の
は
蘭
人
の
東
方
敬
展
の
嘱

矢
ど
着
順
す
べ
き
雛
件
で
,
そ
の
精
到
な
る
記
我
が
閉
園
の
鶏
群
を
股
せ
ん
と
す
る
気
運
の
密
勃
た
る
共
和
国
民
を

刺
戟
し
た
の
は
甚
珠
で
二

五
九
五
年
に
喜
望
峰
祖
-
ビ
マ
デ
モ
ブ
シ
海
峡
廻
-
の
雨
艦
隊
が
蘭
国
か
ら
派
遣
さ
れ

そ
の
夜
着
に
｡
本
に
骨
を
埋
め
た
按
針
井
グ
ア
ム
･
ア
〆
ム
ス
が
盛
加
し
て
ゐ
た
0

西
国
が
蘭
人
の
活
動
を
妨
害
せ
ん
だ
試
み
吾
の
も
潜
熱
で
.
蘭
人
も
亦
た

押

葡
両
国
商
船
を
敵
成
し
毎
年
換
門
か

ら
棺
迭
す
る
貨
物
を
薗
娃
す
る
に
至
-
'
海
上
の
角
逐
が
楢
々
露
骨
ど
な
っ
て
武
力
を
用
ひ
る
事
を
解
せ
ぬ
に
至
っ

た
o
而
し
て
最
初
数
年
問
の
臓
装
し
た
簡
閲
簡
艦
隊
は
ア
ム
ス
テ
ル

ダ
ム
‥

ツ
テ
ル

ダ

ム
等
譜
港
市
の
商
人
の
倦

P

々
弗
宜
し
花
金
岡
で
あ
っ
た
が
.
雌
の
如
き
形
勢
だ
な
っ
た
の
で
聯
合
の
必
要
を
生
じ

〓
ハ
〇
二
年
(慶
長
七
年
≡

太
平
洋
地
域
の
探
検
ミ
閑
教

二
宝



増

感

璽

ハ
怨

第
四
貌

責

二

月
二
十
日
嘱

7
の
閑
相
楽
印
度
骨
敵
を
結
ぶ
に
蛍
つ
た
｡
そ
の
資
本
は
ア
ム
ブ
チ
ル

ダ
ム
商
業
脅
祷
所
二
分

て

ゼ

-
ラ
ン
ド
四
分

二

ム
ー
ズ
地
方
八
分

一
･
北
和
蘭
陀
八
分

1
を
分
路
し
.
約
六
百
五
十
嵩
〆
ル
ヂ

ソ
に
止
-
'
最

初
十
数
年
間
の
利
益
配
皆
は
空

ハ
割
に
遼
す
る
こ
ビ
多
く

〓
ハ
〇
六
年
の
如
き
は
七
割
五
分
の
好
成
績
を
馨
げ
得

た
｡

〓
ハ
〇
五
年
西
国
は
蘭
問
(常
時
聯
合
州
)
の
海
外
貿
易
を
禁
じ
醗
刑
を
科
す
る
こ
ど
な
蔓

一日
し
た
が
'
そ
れ
に

頓
着
な
く

同
年
五
月

n
ル
ネ

y
n
.

マ
テ
-

･
フ
の
引
率
す
る
十

志
望

三

一
七
人
よ
-
成
る
大
艦
隊
を
輯
L
p

〓
ハ
〇
六
年
雷
に
七
隻
を
出
し
'
そ
の
翌
年
東
に
十
三
糞
を
出
し
.

〓
ハ
〇
九
年
(慶
長
十
四
年
)神
戸
に
凍
っ
て
商

館
を
開
き
･
又
た
英
人
が
偏
逐
せ
ん
だ
試
み
た
に
的
は
ら
す
'
デ
ヤ
カ
-
ラ
(都
祁
デ
で
ガ
空
フ
)を
脅
敵
の
放
接
地

だ
し
て
之
を
バ
タ
ブ
井
ア
ビ
呼
ん

だ
｡徳
川
幕
府
が

〓
ハ
三
九
年
完

和
十
六
年
U蛸
図
の
紫
令
を
臓
に
し
蘭
支
両
国

人
以
外
の
外
人
を
放
逐
す
る
に
及
び
'
蘭
八
は
甲
声
か
ら
長
崎
出
島
に
造
り
.

〓
ハ
四

l
年
以
後
二
百
飴
年
間
金
-

日
本
}J
西
洋
亡
の
問
の
貿
易
の
利
益
を
弼
占
し
た
｡

此
の
稜
偶
は
西
簡
間
の
札
幌
は
蔚
き
.
.二
ハ
二
二
年
は
折
人
は
換
門
を
襲
ひ
弊
過
さ
れ
た
こ
ど
も
あ
っ
た
｡
然
れ

.JF/,も
同
年
六
月
膨
潮
島
を
占
閣
し
.
泉
州
の
支
邪
地
方
官
だ
交
渉
の
綾
取
轟
暦
に
退
-
こ
と
を
約
し
.
.
〓
ハ
三
二
年

今
の
安
中
に
ゼ
-
ラ
ン
デ
イ
ア
城
を
築
き
'
次
い
で
今
の
姦
南
に
プ
p
ブ
ヰ
ソ
テ

ィ
ア
地
を
築
き
領
事
を
派
遣
し
.

董
関
南
年
は
そ
の
占
傾
に
鋸
し
だ
｡
雌
の
行
動
も
亦
た
呂
宋
島

マ
ニ
ラ
駐
在
の
西
開
祖
督

シ
ル
ブ
ワ
の
計
婁
し
た
毒

潤
を
根
韓
ビ
す
る
H
文
に
封
す
る
貿
易
政
策
ビ
衝
突
す
る
も
の
で
あ
っ
た
｡
商
人
は

〓
ハ
二
六
年
奄
督
北
端
の
義
隆

港
に
上
陸
し
今
の
港
口
乱
暴
島
に
壁
を
築
き
之
を
サ

ン
､
サ
ル
ブ
7
ド
ル
だ
呼
び
.
港
を
サ
ソ
テ
ィ
;>
マ
t
I

-
1t

ダ
ブ
ド
ビ
呼
び
.
又
だ
淡
-水
棒
に
栗
城
し
て
之
を
サ

ン
'
ド
,･､
ソ
.fl
城
}J
呼
ん
だ
o
蘭
<
は

一
六
二
九
年
鑑
に
之
を



難
解
し
た
が
礎
盤
さ
れ
て

7
時
芋
を
収
め
'

7
4
ハ
Hq
こ
年
給
に
大
軍
を
典
し
て
盆
-
酋
人
を
掃
孤
即し
得
て
査
島
を
占

醸
す
る
こ
yJ
ゝ
な
っ
た
｡

閑
人
の
婁
関
占
領
に
先
ち
日
本
貿
易
船
は
南
海
諮
港

へ
の
中
紹
域
ビ
し
て
轟
閏
軒
狗
路
を
利
用
し
っ
ゝ
あ
っ
て
姦

梅
を
高
砂
だ
呼
ん

だ位
で
あ
っ
た
か
ら
'
そ
の
占
偶
後
入
捲
す
る
=1
本
貿
易
船
に
税
金
を
課
せ
ん
W
す
る
に
射
し
て

は
反
抗
し
た
の
も
敢
然
で
.

〓
ハ
二
七
年
(寒

氷
四
年
)雌
の
麿
迫
を
被
っ
た
長
崎
末
次
坪
減
の
御
朱
印
船
に
封
す
る

報
復
が
翌
年
洛
田
捕
兵
衛
等
私
人
町
芋
で
行
ほ
れ
て
p
H
蘭
間
に
葛
藤
を
生
じ
.
蘭
人
跡
謝
罪
で
解
決
し
た
O

葡
西
英
蘭
諸
観
の
兼
並
に
於
け
る
詐
軍
が
進
行
し
っ
～
あ
っ
た
間
に
･
内
乱
ビ
外
患
ど
の
虜
め
に
支
那
に
於
け
か

漢
<
種
の
主
構
が
動
拡
し
始
め
p

〓
ハ
四
四
年
壷

保
元
年
'
寮
繭
十
七
年
)終
に
北
京
は
挙
田
戊
の
手
に
落
ち
教
宗

は
自
殺
し
'
招
い
て
満
洲
軍
の
北
京
入
城
ど
な
-
p
南
方
に
偏
安
せ
ん
1J
し
た
麻
王
唐
王
皆
な
敗
れ
,
鄭
成
功
の
藤

雄
の

1
角
か
ら
北
進
せ
ん
だ
し
た
努
力
も
終
に

蒜
苗

功
を
猷
い
た
｡
此
の
成
行
は
鄭
成
功
を
願
っ
て
養
簡
剤
櫨
を

策
せ
し
め
.

〓
ハ
六

一
年
(寛
些
u,,
年
'
康
戯
十
八
年
)武
力
を
似
て
関
<
を
蓮
持
し
て
暫
-
明
朝
榎
興
の
根
接
地
だ

し
た
o
郵
氏
の
董
溜
支
配
は
二
十
二
年
に
し
て
蓬
に
滴
観
の
版
園
に
蹄
し
二

義

飴
年
間
に
現
在
の
状
態
に
費
達
し

晴
俳
開
戦
の
健

一
時
価
固
艦
隊
が
凍
襲
し
た
外
は
叉
た
西
洋
各
岡
の
凍
-
塊
ふ
こ
だ
が
な
か
っ
た
｡

第
十
七
世
紀
は
聞
入
が
海
上
敬
展
の
極
盛
期
で
あ
っ
た
ビ
同
時
に
地
現
的
探
検
の
歴
史
上
に
特
筆
す

べ

き

一
大
功

績
も
あ
る
.
そ
れ
は
'P,.
タ
ブ
井
ア
か
ら
購
装
し
た
ァ
ベ
ル

号

ソ
ソ
ソ
易

ス
マ
ン
A
beJ
J
a
n
szo
o
n
T
a
s
m
an
の
両

大
陸
探
究
で
p

l
六
g
l
l
毒

八
月
同
路
を
馨
し
p
十
月
を
ク
リ

チ
タ
ス
に
蓮
し
て
晒
じ
て
兼
に
向
ひ
,
十

山
月
商
錬

四
二
度
等
の
魔
で
高
地
(今
の
タ
ス
マ
ニ
ア
)を
蓉
鬼
し
て
ブ
ワ
ン
｡デ
ィ
ー
メ

ソ
陸
V
a

n

D

ie
m

en
Land
E呼
び
p

太
平
搾
地
域
の
接
披
yJ閲
密

室九

三



地

境

第
六
魯

第
四
舵

)W
O

四

藍
に
栗
に
向
ひ
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
を
も
替
見
し
て
'
之
を

ス
タ
ー
チ
.h
陸
だ
呼
び
'
是
よ
-
北
進
し
て
7
レ
ゾ
ド

グ
諸
島
の
I
y
ガ
タ
ブ
島
に
解
れ
て
蹄

-
'
初
め
て
嫁
洲
が
両
大
陸
の
北
に
突
出
し
た

7
角
で
な
-
て
四
両
準
に
囲

ま
れ
た

7
大
島
唄
で
あ
る
こ
E
が
碓
か
ま

-
.
文
化
太
西
洋
西
南
部
に
基
経
碁
布
し
た
瓢
島
の
群
が
あ
る
こ
ど
も
こ

の
臨

海
に
ょ
つ
て
開
明
か
}J
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

曲
の
ブ
ス
一
コ

が

.
ガ

マ
t

n
p
ン
ブ
ス
､

マ
デ
モ
フ
y
yJ
共
に
四
大
費
鬼
だ
閑
め
ら
れ
た
タ
ス
マ
ン
の
成
機
に
此

し
得
る
海
上
の
大
技
槍
は
英
国
の
派
遣
し
た
ク
ッ
ク

Jam
es
C
ook
の
三
回
の
,航
海
二

七
六
八
-

叫
七
七
八
年
)

の
み
で
あ
る
｡
そ
の
節

一
回
の
探
検
は
タ
ヒ
チ
イ
島
に
於
け
る

7
七
六
九
年
六
月
三
日
の
金
屋
の
太
陽
而
経
過
観
測

の
目
的
で
涯
遺
さ
れ
p
初
め
て
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
及
び
濠
洲
東
岸
を
糖
密
に
調
査
し
'
英
国
の
基
礎
を
建
て
'
第

二
回
は

一
七
七
二
年
南
洋
の
探
検
を
目
的
E
L
.
南
緯
六

〇
度
yJ
七

〇
度
}J
の
問
で
南
極
大
陸
の
周
蓮
を
過
航
し
'

久
し
-
お
化
け
の
如
-
地
塊
聾
者
を
幡
ま
し
た
南
方
大
陸
の
異
相
を
曝
露
し
た
｡
そ
の
最
後
の
旅
行
は

…
七
七
六
年

よ
と

二
年
に
跨
が
っ
た
太
申
洋
の
探
検
で
p
ケ
ル

グ

レ
ン
島
を
見
舞

っ
た
後
太
申
洋
に
出
て
ソ
ナ
イ
ーブ
イ
諸
島
を
馨

し
赤
道
を
越
え
て
北
進
し
て
布
畦
(
サ
ン
ド
ヰ
ツ
チ
)諸
島
を
尊
兄
し
.
東
に
晒
じ
て
北
兼
洲
の
西
岸
に
達
し
之
に
拾

ひ
北
進
し
て
ベ
ー
リ
ン
グ
海
峡
を
過
ぎ
て
北
氷
坪
に
出
で
.
氷
に
鎖
さ
れ
ん
だ
し
た
の
で
引
返
し
て
.
終
に
布
畦
島

で
土
人
ど
の
葛
藤
の
犠
牲
ど
な
っ
た
｡

カ
ビ
テ
ン
.
ク
ッ
ク
の
航
海
の
純
然
た
る
料
率
的
探
検
の
噂
矢
だ
肩
徹
さ
れ
て
る
の
は
勿
論
で
あ
る
が
'
而
か
も

こ
の
英
園
探
検
船
の
櫨
を
追
ふ
て
濠
洲

エ
ユ
ー
ジ

ー
ラ
ン
ド
'

ニ
ュ
ー
ギ
ネ
ア
そ
の
他
太
洋
洲
(
ボ

ブ
ネ
,b
ヤ
)
の
諸

島
の
in
額
だ
殖
比
b･J
が
縛
は
れ
吾
の
も
串
欝

で
あ

る
｡
而
し
て
繭
<
が
先
つ
散
見
し
た
朗
が
英

人
の
手
に
落

つ
る
に



至
っ
た
篠
路
を
見
る
に
,
英
<
ダ
ソ
ビ
ア
〓
ハ
八
六
'
九
九
年
の
二
岡
の
探
検
に
始
ま
-
'
ダ
ソ
ピ
ア
は
濠
洲
の
西

北
岸
を
見
た
の
で

｢
世
鼎
中
で
瀬
も
不
毛
の
地
｣
で
あ
る
ど
け
な
し
て
殖
民
地
ビ
し
て
の
低
位
が
疑
は
れ
'
ク
ッ
ク

i)之
に
件
ふ
た
博
物
単
著
デ
ヨ
セ
フ
,
+,,
ソ
ク
ス
は
不
毛
だ
は
い
へ
高
顔
に
森
林
も
草
原
も
あ
-
'
申
地
や
谷
間
に

は
草
木
の
暢
茂
し
た
虞
も
あ
る
だ
い
ひ
.
北
米
合
衆
問
の
猫
丑
に
よ
-
失
っ
た
罪
人
洗
詞
の
苑
民
地
を
襲
す
る
に
常

■

-
p
ク
ッ
ク
だ
P,,
ン
ク
ス
の
良
寛
が
容
れ
ら
れ
て
今
の
シ
ド
ニ
ー
(
ク
ッ
ク
の
対
空

7
番
)
が
英
人
の
最
初
の
移
住

地
t
,な
っ
た
静
で
'
多
-
の
新
教
見
地
に
射
し
て
黄
金
の
蔓
が
見
つ
か
っ
た
如
-
誇
大
に
報
告
さ
れ
る
の
ど
金
-
過

っ
て
ゐ
た
O

濠
洲
苑
民
の
蓉
展
は
第
十
九
世
紀
の
骨
に
始
ま
-

.
7
リ
ン
ダ
ー
ス
の
洲
過
航

二

八

〇
1
二

二
年
)
稜

･b
ド
ニ

ー
か
ら
･
山
獄
の
除
を
突
破
し
て
二
向
原
に
出
で
ん
だ
す
る
探
検
家
の
努
力
に
よ
-
マ
ッ
ク
オ

,
I
t

マ
-
レ

I
等

の
諸
河
が
蟹
見
さ
れ
･
",
ツ
チ
エ
ル
(
T
八
lニ
五
'
六
年
)
の
探
検
に
よ
-
酉
ブ
井
ク
ト
リ
ア
が
開
脅
さ
れ
.
メ
ル

ボ

ル
ン
市
が
出
凍
て
十
年
な
ら
す
し
て
沃
健
な
卒
地
が
殆
ん
で
韮
-
牧
羊
蟻
に
な
-
'
西
部
の
豊
富
な
金
額
床
の
僚
鬼

は

一
八
四
八
年
で
,
舘
十
九
世
紀
彼
年
に
最
も
不
毛
の
地
だ
看
催
さ
れ
た
部
分
に
巌
鼠
桜
の
如
-
館
山
が
勃
興
し
.

7
八
就

一
年
以
線
に
移
民
の
殺
到
々
見
た
の
で
あ
る
｡

棺
民
帝
国

だし
て
の
蘭
画
両
国
の
勢
力
が
衰
退
し
節
十
七
八
位
紀
を
通
じ
て
蘭
英
両
国
の
角
逐
ど
な
rJl
.
終
に
英

閲
が
最
槙
の
勝
者
だ
な
る
に
至
っ
た
庶
出
の

f年

は
そ
の
本
閲
に
於
け
る
政
治
上
の
授
動
に
在
っ
て
'
特
に
第
十
八

世
紀
末
に
起
っ
た
棚
観
革
命
が
欧
洲
諸
観
の
勢
力
の
均
衡
を
破

り
､
蘭
国
は
名
は
怖
図
だ
同
盟
を
結
び
質
は
そ
の
支

配
を
受
け
･
兼
め
に
伊
観
の
敢
闘
た
る
英
国
は
蘭
慣
楠
民
地
の
大
部
分
を
占
略
し
'
英
国
の
み
が
無
策
零
の
棺
民
帝

太
平
洋
地
域
の
探
検
+,閑
費

勇

武



地

球

第
六
啓

発
随
非

望

ニ

圃
ど
な
っ
た
の
で
あ
る
｡

開
陳
諦
観
の
海
上
鴇
槍
が
始

っ
た
頃
北
欧
に
は
新
た
に
モ
ス
コ
ブ
井
ア
(即
ち
今
の
解
団
)
が
勃
典
L
T
t
元
朝
助

彼
輔
北
軸
細
故
か
ら
ド
ン
'
ヲ
ル
ガ

の
諸
河
域
ま
で
蔓
延
し
た
暁
他
民
族
り
勢
力
を
歓
洲
か
ら
蓮
斥
す
る
寵
運
が
起

っ
て
,
ウ
ラ
ル

の
豪
商

ス
ト
ロ
ガ
ノ
ア
家
か
ら
派
遣
し
た

n
サ
ッ
ク
隊
長

エ
ル

マ
ッ
ク

Y
erm
a
k

S
･兼
侵
ど
な
っ

て
.
ト
ポ
ル

ス
ク
二

五
七
八
年
)
ト
ム
ス
ク
(
〓
ハ
〇
四
年
)
ナ
サ
ム
(
l
茄
九
六
年
)
の
創
立
を
見
た
｡
第
十
七
位
配

に
入
っ
て
そ
の
東
進
倦
疾
-

〓
ハ
】
〇
年

エ
エ
セ
イ
河
T･TH
に
達
し
.

〓
ハ
7
九
年

エ
ニ
セ
イ
ス
ク
を
建
て
.

〓
ハ
二

七
年
ク
ラ
ス
ノ
ヤ
ル
ク
ス
.

1
六
三
二
年
ヤ
ク

-
ツ
タ
の
剣
先
を
見
.

〓
ハ
三
九
年
に
は
オ
ホ
ッ
ク
海
岸
に
凍
著
し

第
人
の
欧
並
大
陸
北
部
克
服
の
僻
期
は
恰
も
蒲
洲
八
が
明
朝
を
滅
し
て
支
那
四日
宙
飴
州
を
統

1
し
っ
～
あ
っ
た
の
ど

7
致
し
て
ゐ
た
｡
そ
の
日
本
亡
の
交
渉
を
鐘
じ
た
の
は
更
に
百
年
を
経
て
八
代
将
軍
膏
宗
の
元
文
凶
年

二

七
三
九

年
)
に
オ
p
y
ヤ
轍

の房
州
に
雑
だ
頃
に
飴
ま
る
が
'
亜
細
亜
兼
北
岸
は
露
観
斡
罪
に
用
ひ
ら
れ
た
丁
抹
<

ベ
ー
リ

ン
グ
の
探
検
に
よ
-
明
か
ど
な
-
..
!
七
二
八
年
の
シ
ベ
リ
ア
北
岸
の
航
路
を
取
-
そ
の
名
で
呼
ぼ
る
ゝ
ベ
ー
リ
ン

グ
海
峡
を
通
過
し
て
太
車
洋
に
出
で
'
北
米
洲
ビ
亜
細
亜
ど
の
関
係
が
初
め
て
決
定
さ
れ
た
｡

錯
十
七
g
八
枇
杷
の
問
に
霜
閲
の
版
個
ど
な
っ
た
支
那
帝
閲
の
北
蓮
に
接
し
た
地
方
は
ア
ル

タ
イ
.
サ
ヤ
h
.

及
び

そ
の
凍
り
貴
報
江
の
上
流
受
谷
に
切
ら
れ
た
山
地
で
'
何
奴
.
英
俊
.
拓
汲
魂
'
染
着
等
叫
支
那
を
征
服
し
た
民
族

の
興

っ
た
廃
で
.
清
朝
の
衰
滅
に
近
づ
-
に
従
ひ
露
園
は
倍
東
方
に
走
出
し
架

-
'
終
に

Z
八
九

i
年
に
シ

ベ

リ
ア

班
道
の
起
工
式
が
浦
焼
結
で
摩
行
さ
れ
p
三
年
日
に
兼
部
の
開
通
を
見
.
更
に
十
年
の
後
金
脱
の
完
成
す
る
ビ
共
に

霧
国
は
遼
米
収
丁
畠
か
ら
薮
に
朝
鮮
租
丁
島
を
も
占
前
日せ
ん
だ
す
る
に
至
･9
日
鉱
山田
園
の
衝
突
を
惹
き
起
し
た
の
で
あ
る



此
の
従
来
の
経
過
か
ら
推
せ
ば
現
在
の
中
山
八政
櫛
の
統
楯
カ
を
歌
い
克
中
華
民
園
に
潮
す
る
ソ
非

エ
ッ
･L
丑
ハ和
観
の

勢
力
の
擾
欄
が
如
何
な
る
風
素
を
描
き
麗
す
か
'
兼
並
の
購
裸
は
韻
目
し
て
成
る
必
要
が
あ
る
.

太
草
洋
海
岸
に
於
て
コ
ロ
ン
ブ
ス
の
新
倣
外
散
見
後
に
欧
洲
坤
民
観
の
勢
力
範
囲
も
亦
た

7
滑

f
長
し
て
今
日

に
及
び
'
現
在
の
南
米
洲
の
政
治
院
割
は
四
面
除
年
間
に
行
ほ
れ
た
競
肇
の
結
果
で
あ
る
｡

コ
ロ
ン
ブ
ス
の
跡
を
追
ふ
て
両
雄
し
て
足
域
を
定
め
た
簡
閲
八
は
北
米
の
墨
士
寄
圏
の
沿
岸
中
米
及
び
南
米
の
西

北
部

一
団

に
亘
-
.
そ
の
蟹
見
稜
三
十
砕
年
に
追
跡
し
た
太
申
洋
岸
は
本
誌
第

一
五
六
番
に
掲
げ
た

ロ
ベ
ロ
の
地
陶

に
見
る
如
-
二

五
三
四
年
メ
ソ
ド
サ
の
探
検
に
よ
-
カ
リ
フ
ヲ
ル

エ
ア
湾
が
費
施
さ
れ
二

五
四
二
年
ガ
.ブ
リ

p

の
探
検
に
よ
-
北
緯
四

〇
度
年
の
メ
ソ
ド
チ
ノ
角
ま
で
知
れ
.

〓
ハ
九
七
年
か
ら
デ

エ
ス
井
ツ
ト
寛
政
師
の
手
で
初

め
て
下
部
カ
ル

フ
ヲ
ル

エ
ア
を
開
き

Tl
レ
ト

L
oreto
が
建

て
ら
れ
た
｡
然
る
に

7
七
六
七
年
西
国
チ
ャ
ー
レ
ス
第

三
世
は
之
に
退
去
を
命
じ
て
フ
ラ
ン
シ
ス
カ
.
ン
派
僧
侶
に
引
渡
さ
せ
p
後
又
た
ド
",
ニ
カ
ン
派
僧
侶
が
之
に
代

-
～

フ
ラ
ン
･シ
ス
カ
ソ
涯
滑
侶
ほ
北
方
の
上
部
カ
リ
フ
ヲ
ル
エ
ア
に
遷
-
'
今
の
サ

ン
.
フ
ラ

ン
シ
ス
コ
を
中
心
だ
し
て

数
多
の
布
教
所
を
設
け
'
北
米
洲
西
岸
の
最
も
豊
僚
な
る
土
地
は
閣
陶
<
の
芋
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
始
め
た
の
で
あ

る
0カ

ナ
ダ
の
西
岸
に
於
け
る
探
検
は
更
に
晩
-

一
七
七
四
年

ク
ワ
ド
ラ
の
資
見
に
か
～
-
二

七
九
二
年
デ
オ
ル
デ
.

ブ
ア
ン
ク
ー
プ
ア
ー
の
過
航
に
よ
-
島
唄
た
る
こ
亡
が
明
か
ど
な
-
.
ク
ワ
ド
ラ
島
だ
呼
び
'
終
に
後
者
の
名
が

1

敏
に
通
用
さ
る
る
こ
だ
ゝ
な
っ
た
｡
而
し
て
そ
の
閑
静
は

7
八
四
九
年
に

',

ド
ッ
ン
習
愈
乱
十
年
間
の
租
借
棟
を
ブ

弟
ク
ト

リ
ア
女
畠
よ
-
獲
.

.J
八
五
九
年
か
ら
耗
民
地

C
o
i
o
n
y

ど
な
-
.

J
八
六
六
年
に
英
聞

n
甘
ン
ビ
ア
に
食

太
平
韓
地
域
の
拭
槍
}}
閑
敬

重

五

七



地

境

第
六
懸

第
四
沸

重

囲

A

餅
さ
れ
p

f
八
八
五
年
カ
ナ
ダ
燭
道
の
終
鮎
だ
な
っ
て
急
に
繁
発
し
始
切
花
の
で
あ
る
O

更
に
北
方
の
ア
ラ
ス
カ
地
方
は
ベ
ー
リ
ン
グ
､
ク
ッ
ク
の
探
検
彼
露
人
の
占
有
に
蹄
L
t

1
七
八
四
年
ア
リ
ユ

ー

シ
ア
ン
諸
島
の
コ
デ
ア
ッ
ク
島
に
貿
易
出
張
所
を
設
け
.二

七
九
九
年
に
罪
輯
ア
メ

リ
カ
骨
敵
が

シ
ト
カ
に
出
張
所

を
設
け
.

!
八
六
七
年
に
萱
-
露
閲
は
百
四
十
四
哉
確
の
代
償
を
待
て
食
韓
国
に
譲
り
披
さ
れ
た
｡

西
国
の
鼻

水
を
中
心
w
L
た
新
港
罪
の
閑
静
者
の
弟

7
人
は

ヘ
ル
ナ
ン
ド
t
n
ル
テ
ズ
で

一
五

i
九
年
遜
士
寄
移

民
を
指
揮
L
t

叫
五
二
7
年
固
ま
巧

ソ
テ
ゴ
マ
を
輔

へ
て

7
大
観
を
征
服
し
､
銀
業
及
農
業
を
興
し
'
そ
の
節
こ
<

は
フ
ラ
ン
･b
ス
コ
､
ビ
ザ

廿
で
言

ル
ポ
ア
だ
共
に
太
申
洋
を
蟹
見
し
た
後
･
ク
ス
コ
を
骨
原
yJ
し
た

エ
ク
ア
ド
ル
か

ら
智
利
に
至
る
イ
ン
カ
民
族
の
大
王
園
の
征
服
を
企
て
､
ア
マ
ル
グ
ロ
だ
共
に
パ
ナ

マ
か
ら
出
費
し
第

7
回
は

7
五

二
四
年
北
緯
四
度
の
地
鮎
ま
で
達
し
.

一
五
二
六
年
南
緯
四
度

7
七
分
の
ブ
ラ

シ
コ
角
に
到
-
て
目
的
の
黄
金
国
に

達
し
.

7
垂

三

年
サ

ン
.
7
7
オ
圏
に
上
陸
し
'
火
器
}J
駿
馬
で
威
嚇
し
て
三
高
の
イ
ン
カ
軍
を

2
蹴
し
.

7
五

三
三
年
に
は
ク
ス
コ
に
逢
し
.

1
五
三
五
年
に
リ

マ
府
を
簸
て
.
fi,
サ
ロ
だ
反
日
し
た
ァ
マ
ル
グ
ロ
も
亦
た
智
利
を

征
服
し
た
｡
此
の
両
人
は
文
字
通
-
の
｢
冒
険
家
｣
で
.
士
人
を
虫
霧
の
如
-
虐
殺
し
た
非
難
を
免
れ
な
ん
だ
が
t
n

ロ
ン
ブ
ス
敬
見
彼
四
十
年
な
ら
す
し
て
新
領
土
を
開
拓
し
て
西
爾
来
洲
の
大
穂
氏
帝
国
を
創
設
し
た
懐
将
来
決
の
快

漢
た
る
を
失
は
ね
｡
我
が
豊
徳
両
氏
の
欧
酬
ど
の
交
通
が
轟
士
帝
及
び
西
図
を
経
由
し
て
更
に
羅
馬
法
王
廉
に
在
っ

た
の
も
亦
た
西
国
の
植
民
帝
国
5<J
し
て
盛
運
の
極
に
超
し
た
此
の
時
期
で
あ
っ
た
｡

未
申
洋
の
封
岸

山
番
肝
に
亘
る
爾
来
海
岸
線
が
此
の
如
-
西
国
の
版
間
に
屈
す
る
こ
ビ
二
百
除
年
の
稜
'
ア
ン
グ

甘
サ
ク

ツ
ソ
氏
族
が
代
っ
て
勢
力
範
囲
を
購
服
す
る
に
至
っ
た
晒
脚
の
時
棟
を
劃
す
る
の
は

7
八
二
二
年
の
義
士
帝



の
掩
i瓜
で
､
上
部
カ
ル
フ
ヲ

ル

fr
ア
に
取

-
州増
さ
れ
た
プ
ラ

ソ

･b
ス
カ

ソ
派
教
徒
の
桃
民
地
が
彼
等
の
食
指
を
動
か

す
好
餌
で
あ
っ
た
｡
而
し

て
そ

の
発
願
を
成
し
た
の
は
=
本
に
知
名
の
ベ
ル
-
提
督
で
t
t
八
四
二
年
希
薄
の
両
石

険
肝
の
モ
ン
テ

レ
ー
博
に
来
観
々
旗
を
樹
で
.
直
に
間
違
で
あ
っ
た
ど
し
て
之
を
引
釦
し
た
が
'

7
八
四
六
年
科
挙

的
探
検
家
の
筈
の
フ
レ

モ
ン

･L
が
武
装
し
た
騎
兵
隊
を
組
織
し
て
サ
ツ
ク
ー
ス
フ
ア
ー
ト
(今
の
サ
ク
ラ
メ
ソ
-i
)
に

按
･C1.
屯
ン
ト

レ
ー
喝
に
来
た
食
衆
囲
艦
隊
は
蒋
び
観
衆
を
樹
て
ゝ
占
闇
を
表
し
'
カ

リ
7
ヲ
〝

エ
ア
の
狗
立
}J
そ

の
合
衆
開
所
屈
の

1
州
だ
す
る
再
宣
言
が
蓉
表
さ
れ

7
八
四
八
年
に
題
士
布
団
と
の
正
式
の
.使
約
が
出
凍
た
｡
此
の

健
約
成
立
だ
殆
ん
で
同
時
に
サ
ッ
ク
-
河
に
豊
富
な
金
額
の
出
る
評
判
が
起

-
'
サ
ン
'
フ
ラ
ン
シ
ソ
コ
の
住
民
は

殆
ん
TJJ狂
人
の
如
-
産
金
地
に
流
れ
込
み
.
秩
序
を
維
持
す
る
虜
め
に
派
遣
さ
れ
た
軍
艦
の
水
兵
ま
で
も
脱
走
し
て

砂
金
挽
-
ど
な
る
騒
動
}J
な
っ
た
｡
今
や
之
に
次
い
で
農
業
地
}J
し
て
開
拓
さ
れ
.
叉
た
州
の
商
卒
に
石
油
鱗
が
盛

ん
に
採
掘
さ
れ
て
｢
黄
金
門
｣
G
o
tden
G
a
te
な
る
港
口
の
名
は
事
欝
の
表
徴
AfJ
な
っ
た
｡

北
米
洲
西
岸
の
費
展
に
必
栗
な
る
交
通
機
関
は
｢
太
申
拝
観
造
L
P
a
c
iBc
R
a
ilw
a
y
s

の
敷
設
で
､
そ
の
節

i
顔

は

7
八
六
九
年

U
n
io
n
だ
C

entra
l
の
両
魯
敵
が
東
か
ら
ビ
西
か
ら
ビ
大
鴎
湖
の
東
岸
オ
グ
デ

ソ
に
於
て
連
結
し

そ
の
西
端
の
絡
鮎
た
る
桑
渉
が
世
界
貿
易
及
び
交
通
の
襲
津
E
L･b
つ
た
｡
そ
の
後
加
奈
陀
の
太
軍
洋
餓
道
も
開
け
て

ブ
ア
ン
ク
ー
プ
ア
ー
が
窮
こ
の
要
津
ど
な
-
.
又
た
盛
士
帝
に
は
テ
ア
ン
プ
ペ
ッ
ク
銑
道
が
出
癖
て
山
峡
を
鰐
断
す

る
交
通
が
開
け
､
最
後
に
倉
衆
問
の
手
で
俳
図
か
ら
槽
利
を
誼
-
受
け
た
パ
ナ
マ
運
河
が

1
九

7
四
年
八
月
十
五
日

に
開
通
し
て
合
衆
観
の
兼
西
両
岸
の
海
上
交
通
線
が
簡
翠
に
連
絡
し
'
海
陸
甫
路
に
よ
る
食
衆
園
は
太
平
洋
岸
に
於

い
て
倍
優
越
な
る
佼
濃
を
占
め
る
こ
ど
ゝ
な
っ
た
｡

太
平
洋
地
域
の
探
槍
亡
開
蟹

ニ
孟

九



地

球

第
六
食

滞
四
非

童

舛

70

太
車
洋
上
に
於
け
る
脊
衆
観
の
勢
力
の
敬
展
は

Z
八
草

丁
年
ベ
ル
y
提
督

の贈
隊
の
寛
恕
海
上
に
塞
た
時

か
ら
始

ま
-
,
五
十
年
の
後
簡
閲
葛
藤
の
機
骨
に
報
じ
て
キ

エ
.rt
島
だ
英
に
フ
卦

ク
ツ
QiJ
ソ
諸
島
を
占
慣
し
.
同
時
に
布
畦

島
の
併
倉
二

八
九
八
年
)を
宣
言
し
p
太
碍
洋
を
横
断
し
て
来
印
度
親
鳥

呈
銀
閣
ど
の
間
に
介
在
す
る
大
島
群
に
勢

力
を
娃
は
し
た
が
t
.'l
ナ

マ
運
河
の
開
通
､
海
軍
の
大
拡
張
誓

j
の
聞
土
の
痕

張
}J
の
並
行
し
て
躍
進
す
る
現
勢
は

殆
ん
で
向
ふ
桝
敵
な
し
だ
い
ひ
縛
る
｡
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燭
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年
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帝
国
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経
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八
八
四
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初
め
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俳
等
の
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に
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込
ん
で
弗
洲
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民
地
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き
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又
た
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両
側
の
太
洋
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譜
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島
と
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ュ
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ギ
ネ
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岸
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館
し
て
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太
卒
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上
の
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勢
力
だ
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ら
ん
だ
し
た
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駄
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域
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弗
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箇
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簡
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築
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.
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す
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す
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世
界
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す
る
に
太
卒
洋
上
に
顔
を
出
し
た
三
大
穐
民
帝
陶
が
各
薫
っ
た
種
路
を
辿

っ
て
現
状
に
費
展
し
凍
っ
た
も

の
で
､
各
島
研
ぎ
短
所
が
あ
る
か
ら
.
著
し
滑
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